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セクシュアル・ハラスメント
セクシュアル・ハラスメント（いわゆるセクハラ）という言葉が日本で使われるようになって30年近く経ちました。
しかし、いまだにセクハラに関する報道をよく目にします。セクハラとは何かをもう一度整理しておきましょう。

   セクハラとは

　企業内や学校内等での、権力的な上下
関係により行われる性的な言動と、それに
より、行為を受けた側が苦痛・不快感を伴
うことや就業環境・学習環境などが悪化す
ることを指します。一般に男性が加害者、
女性が被害者となりやすいですが、「男の
くせに」などの性別による差別的言動も含
みますので、女性が加害者、男性が被害
者という場合もありますし、同性同士でも起
こり得ます。簡単に言うと、セクハラとは性
的嫌がらせのことです。ちなみに大学生の
セクハラ被害は教員からだけでなく、学生
間やバイト先でも起こることが多いです。
　セクハラの分類としては「対価型」セク
ハラと「環境型」セクハラに分けることがで
きます。「対価型」とは性的言動への拒否
により修学上の不利益を受けることです。
例えば、指導教官に性的関係を迫られ、断
ると論文指導をしてくれなくなった場合がそ
の典型です。「環境型」とは性的言動で修
学上の環境が害されることです。例えば、
研究室にヌードポスターが張ってある、ある
いは通り過ぎるたびに肩を触られる、などが
該当します。

   被害を受けた側の主観を重視

　セクハラを定義する上で忘れてはならない
点は、「受けた側の主観を重視し、加害者に
そのつもりがなくても成立する」ということです。
つまり、加害者側がいくら「冗談のつもりで
言っただけで、セクハラをするという意図はな
かった」とか「全体の文脈を考えるとあの発言
はセクハラには相当しない」などと弁明しても
意味がない、ということです。
　コミュニケーションは発信者の「意図」を
受信者がどのように「体験」するのかによっ
てその性質が決まります。もし発信者の意図
（冗談を言って笑わせたい）が受信者の体
験（面白いことを言う人だ）と一致するのなら
ば、そのコミュニケーションには何の問題も
ありません。しかし、冗談という意図がセクハ
ラとして体験された場合は大きな問題になる
のです。

   セクハラだと言われたら

　これは加害者とされた側からすると、非
常に理不尽に思われるかもしれません。Aさ
んには同じ発言をしてもセクハラと言われ
なかったのに、Bさんにはセクハラだと非難

されたのはおかしいと思うかもしれません。B
さんが大げさすぎるとか、冗談の分からない
人だとか、またはBさんの方から誘ってきた
のだと思うかもしれません。
　しかし、覚えておいていただきたいのは心
の悩みや苦しみというものは本来主観的な
ものなのです。さらに苦しんでいても、加害
者側にやめてくださいと言えないことの方
が多いのです。Aさんは苦しんでないのだか
らBさんも苦しむべきではないと主張するの
は意味のないことです。セクハラと指摘され
たら、素直に謝り、同じ言動をしないことを
お勧めします。

   セクハラの相談を受けたら

　もし被害を受けている友人から相談を
受けた場合は、決して友人の非を責めな
いでください。被害者は必ず自分を責めて
いるものだからです。相手の話を否定せ
ずに最後までじっくり聴いたら、保健管理
センターや人権相談員を紹介してあげて
ください。

み かみ けんいち

（保健管理センター・カウンセラー・三上 謙一）

北海道教育大学基金は、平成18年12月に創設され、企業・団体、同窓会、後援会、本学教職員など、多くの方々からご寄付をいただいております。
その基金を元に、教師を目指す、あるいは地域社会のさまざまな分野で活躍しようと勉学に励む学生を支援するさまざまな事業を実施しています。

北教大生の未来を支援します

皆さんが読み終えた書籍等を提供いただく
と、その買取金額が「北海道教育大学基
金」に寄付され、育英事業等に役立てられま
す。ホームページからの申し込みに加え、各
キャンパスに回収ボックスも設置しています。

未来を築こう。北教大古本募金

育英事業

育英事業奨学金授与式（Ｈ30．７．19）

平成３０年度前期
学生５人に１人１０万円の奨学金を給付しました。

学生表彰式（Ｈ３０．３．１９）

学業成績優秀者１６人、そ
の他の表彰５人に表彰状
および記念品を贈呈しま
した。

成績が優秀な学生に対する奨学金の給付

修学支援事業 経済的理由により修学困難な学生に対する授業料の減免および奨学金の給付ならびに学生の海外留学に係る渡航費用の
一部補助

表彰事業 課外活動、学術等の成果が特に顕著な学生、ボラン
ティア活動等の社会活動において優れた評価を受け
た学生等に対する表彰

平成29年度
学部学生15人、大学院生
10人に１人10万円の奨学
金を給付しました。

平成30年度

●奨学金の給付（前期・後期）

※後期も同様に給付予定。

平成３０年度
学生５人に１人１０万円（上限額）を補助します。
※海外留学へ出発する学生を対象として選考（１０月～１１月頃）の上、
　海外留学時に給付します。

詳しくは、ホームページをご覧ください。

●海外留学支援

不要となった書籍、ＣＤ、ＤＶＤなど
の寄付をお待ちしています！

《回収ボックス設置場所》

札幌　講義棟１階（北洋銀行ＡＴＭ向かい）
旭川　中央棟１階（事務室入口の横）
釧路　学生ホール
函館　附属図書館（入口の横）
岩見沢　附属図書館（入口の横）

編集後記
▶第29号の編集にご協力くださいました学外・学
内の皆さま、誠にありがとうございます。編集局長
の岩見沢校・宇田川 耕一です。
▶今回の特集テーマは「面白いこと、やっていま
す。」です。北海道教育大学に真面目で硬いイメー
ジを持っている方は多いのではないでしょうか。で
すが真面目は真面目でも、面白いことも大真面目
にやる大学、それが北海道教育大学なのです。
▶第28号からスタートした巻頭特集「夢に向かっ
て走れ！　希望を胸に日々活動する教育大生たち」
は、今回は「道北篇」と題して、旭川校を取材しま
した。

▶編集局の学生スタッフのうち、札幌校の天野 美
代子さん、函館校の佐々木 柚香さん、濱田 亜弓さ
ん、堀江 音名さんが前号で退任しました。大変お
疲れ様でした。
▶今号から新たに、札幌校の関口 実子さん、山縣 
まる子さん、旭川校の川村 風花さん、杉森 琉奈さ
んが学生スタッフに、旭川校の今村 彰生先生が編
集局員に就任されました。新メンバーの活躍にもご
期待ください。

編集局から学園情報誌 感想・意見・要望・情報・アイデア募集中！
イラスト・写真・その他の投稿も歓迎
▶○○の活躍を取り上げてほしい、○○が面白そうな
ので取材してみては？　など、本誌についてのご意
見・ご要望などをお寄せください。可能な限り掲載さ
せていただきますので、下記の編集局のメールアド
レスまでお知らせください。
▶本誌の各ページを飾る「らくがきイラスト」も、随時
募集しています。各キャンパスの編集局員の先生方
に渡してください。
   その他、写真やイラストなどの画像、書・絵画・彫刻・
工芸などの作品を写した写真の投稿も歓迎します。
画像ファイル（拡張子がjpg）を添付したメールを、
編集局のメールアドレスまでどうぞ。

ご意見・ご感想・ご要望を編集局に
お寄せください！
landscape@s.hokkyodai.ac.jp

北教大古本募金

北海道教育大学基金
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